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研究発表および特別講演要旨

(展望講演】

燃料 メタノール導入の動 きと沖縄

最近,俄かに､ぁゎただしくなった我国の燃料メ

タノール (LCF)導入の動 きを離島県沖縄の立場

から考えてみようというのが本講演の主旨である.

最初に,世界及び日本のメタノールの胃給の現

状を概観 し,最近の国内のメタノール導入の動き

を紹介す る

燃料メタノールの用途は, 目下の所, 自動車用

ガソリン代替燃料への志向が強いが,価格問題を
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別にして,エンジンの性能と材料の劣化の問題及

び排気ガスの環境-の影響 という技術上の議論が

存在する. こうした議論の基本的テーマを紹介し

ながら,沖縄で将来の離島用電源と考えられてい

る燃料電池の原料をメタノールで賄 う場合の技術

的,経済的問題にふれ, さらに, 自動車用燃料 と

して も利用する場合の対応やインパ クトについて

言及する.


